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熟
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蒲
来
冬
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ら
販
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坐
根
村
の
廃
校
を
使
っ
て
生
ハ
ム
を
つ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
試
み
が
、
妬

日
か
ら
旧
坂
宇
場
小
学
校
で
始
ま
る
。
田
原
市
や
班
蛎
市
な
ど
の
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た
豚
モ
モ
肉
皿

本
（
１
本
皿
読
程
度
）
を
、
同
校
の
給
食
調
理
室
に
つ
る
し
て
１
年
間
熟
成
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
生
ハ
ム
を

つ
く
っ
て
販
売
し
、
村
や
地
域
の
特
産
品
に
し
た
い
と
い
う
。
（
藤
田
彰
彦
）

三
河
地
区
ブ
ラ
ン
ド
の
ハ
ム
の
需
要
は
増
加
傾
向
り
に
適
し
て
い
る
と
い
を
Ｓ
週
間
塩
波
け
し
、
冬

豚
生
産
を
進
め
る
推
豚
業
に
あ
り
な
が
ら
、
輸
入
物
う
。
期
か
ら
始
め
る
約
１
年
間

者
や
粘
肉
店
、
食
品
メ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
で
は
豚
の
も
も
肉
の
熟
成
に
よ
り
、
水
分
を

カ
ー
ら
で
昨
年
発
足
し
、
国
内
で
は
本
格
生
ハ
ム
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
な
生
産
が
あ
ま
り
行
わ
れ

ど
に
取
り
組
む
「
三
河
卜
て
い
な
い
こ
と
に
目
を
付

．
豚
極
め
隊
」
（
隊
鍾
１
け
た
。
冷
涼
で
清
澄
な
気

鈴
木
美
仁
Ｇ
・
フ
ァ
ー
ム
侯
の
些
根
村
は
、
熟
成
を

社
長
）
が
計
画
し
た
。
生
常
温
で
行
う
生
ハ
ム
づ
く
一

村
や
地
域
の
特
産
品
に

三河トコ豚極め隊

２５日からオリジナル「生ハム」の試fFを
始める|日坂宇場小学校＝坐７|艮村坂宇場で

抜
き
な
が
ら
発
酵
さ
せ
て
一

つ
く
る
。
今
回
は
塩
概
け

を
豊
橘
市
内
で
行
い
、
そ
一
一

『
羅
狂
銅
準
唖
旧
匪
恥
諏
一
・

後
工
時
ご
ろ
か
ら
給
食
室
一

に
つ
る
す
作
業
を
行
う
。

で
き
あ
が
っ
た
生
ハ
ム
一

は
来
年
冬
か
ら
、
村
内
の

宿
泊
施
設
な
ど
で
消
批
、

Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う
予
定
。

来
年
度
以
降
は
同
小
学
校

跡
地
で
本
格
的
に
製
造
を

始
め
、
束
三
河
の
新
た
な

特
産
品
と
し
て
村
外
で
も

販
売
す
る
な
ど
、
地
域
養

豚
業
の
活
性
化
も
促
し
て

一
い
き
た
い
方
釘
と
い
う
。
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